
既設排水設備（汚水系統）を利用する場合にのみ≪排水設備等新設申請書≫と併せて提出のこと。 ※東温市の基準に適合していない既設排水設備を利用する場合にのみ記入すること

　なお、これにより維持管理上、問題が発生した場合、自己の責任において対処いたします。

  　　　　年　　　　月　　　　日

□　すべて適合
□　一部不適合 □　汚物がつまっていないこと
□　すべて不適合 □　管内閉塞がないこと
□　すべて適合
□　一部不適合 印
□　すべて不適合
□　すべて適合
□　一部不適合
□　すべて不適合 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※東温市の基準に適合していない既設排水設備のみ記入すること

ます№等 項目 基準値 既設排水設備状況 備考
□　すべて適合

□　すべて適合
□　一部不適合
□　すべて不適合
□　すべて適合
□　一部不適合
□　すべて不適合
□　すべて適合
□　一部不適合 □　臭気の漏れがないこと
□　すべて不適合 □　し尿の滞留がないこと
□　すべて適合
□　一部不適合 □　点検・清掃が容易なこと
□　すべて不適合 ≪基本的に全箇所設置すること≫

□　すべて適合

□　すべて適合

既設排水設備の状況及び不適合箇所の状況については、以上のとおり責任をもって判断いたしました。
なお、この状況判断により１年以内に支障を生じた場合、責任をもって対処します。

  　　　　年　　　　月　　　　日

　 　　　　　　　　　　　　　印

　 　　　　　　　　　　　　　印

利用する既設排水設備一覧

｢項目｣欄には≪例：ますの径≫、「基準値｣欄には≪例：20cm以上≫、｢既設排水設備状況｣欄には≪例：15cm≫
等記入すること

設置場所　東温市

住所

名称

氏名

登録番号（　　　　　 市・町）第　　　　　　号
　　　専属責任技術者

　　　指定工事店

申請者住所

項目
（利用する設備に □ を）

基準値
既設排水設備の状況
（いずれかに □ を）

不適合箇所の状況
（確認できれば □ を）

　排水設備工事実施にあたり、東温市の基準に適合していない既設排水設備を利用したく届出します。

既設排水設備利用届既設排水設備利用チェックリスト

氏　　　　　名

□ 排水管

排水管内径 φ１００mm以上

排水管勾配 １/１００以上 □　汚物が滞留していないこと

最低土被り ２０cm以上 □　損傷の恐れがないこと
　≪例：車両の通行がないこと≫

その他
雨水の混入がない
損傷がない
臭気の漏れがない

□ ます

ます間距離 管径の１２０倍以下 □　点検・清掃が容易なこと

ますの径 １５cm以上 □　点検・清掃が容易なこと

その他
雨水の混入がない
損傷がない
臭気の漏れがない

合流点・屈曲点等

ますの蓋 密閉蓋
≪基本的に全箇所密閉蓋を設置
すること≫

ます底部構造 インバート

ます設置箇所



既設排水設備（汚水系統）を利用する場合にのみ≪排水設備等新設申請書≫と併せて提出のこと。 ※東温市の基準に適合していない既設排水設備を利用する場合にのみ記入すること

　なお、これにより維持管理上、問題が発生した場合、自己の責任において対処いたします。

令和○○ 年○○ 月○○ 日

□　すべて適合
□　一部不適合 □　汚物がつまっていないこと 東温市見奈良５３０番地１
□　すべて不適合 □　管内閉塞がないこと
□　すべて適合
□　一部不適合 東温　太郎 印
□　すべて不適合
□　すべて適合
□　一部不適合
□　すべて不適合 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※東温市の基準に適合していない既設排水設備のみ記入すること

ます№等 項目 基準値 既設排水設備状況 備考
□　すべて適合

□　すべて適合
□　一部不適合
□　すべて不適合
□　すべて適合
□　一部不適合
□　すべて不適合
□　すべて適合
□　一部不適合 □　臭気の漏れがないこと
□　すべて不適合 □　し尿の滞留がないこと
□　すべて適合
□　一部不適合 □　点検・清掃が容易なこと
□　すべて不適合 ≪基本的に全箇所設置すること≫

□　すべて適合

□　すべて適合

既設排水設備の状況及び不適合箇所の状況については、以上のとおり責任をもって判断いたしました。
なお、この状況判断により１年以内に支障を生じた場合、責任をもって対処します。

平成○○ 年○○ 月○○ 日

東温市見奈良１１１１１番地

㈱東温設備 　　　　　　　　　　　　　印

東温　水男 　　　　　　　　　　　　　印

その他
雨水の混入がない
損傷がない
臭気の漏れがない

２０cm以上 □　損傷の恐れがないこと
　≪例：車両の通行がないこと≫

その他
雨水の混入がない
損傷がない
臭気の漏れがない

合流点・屈曲点等

ますの蓋

ます設置箇所

既設排水設備利用届

氏　　　　　名□　汚物が滞留していないこと

既設排水設備利用チェックリスト

見奈良５３０番地１

No.1～No.2

No.1～No.2

No.1

□ ます

排水管勾配 １/１００以上

最低土被り

インバート

ます間距離 管径の１２０倍以下

ますの径 １５cm以上

ます底部構造

設置場所　東温市

住所　

名称

氏名
　　　専属責任技術者

　　　指定工事店

項目
（利用する設備に □ を）

□ 排水管

排水管内径 φ１００mm以上

利用する既設排水設備一覧

基準値
既設排水設備の状況
（いずれかに □ を）

不適合箇所の状況
（確認できれば □ を）

申請者住所

　排水設備工事実施にあたり、東温市の基準に適合していない既設排水設備を利用したく届出します。

排水管内径

最低土被り

ますの底部構造

φ１００ｍｍ以上

２０ｃｍ以上

インバート

登録番号（　○○  市・町）第　○○○ 号

φ７５ｍｍ

１７ｃｍ～１９ｃｍ

ため桝

｢項目｣欄には≪例：ますの径≫、「基準値｣欄には≪例：20cm以上≫、｢既設排水設備状況｣欄には≪例：15cm≫
等記入すること

密閉蓋
≪基本的に全箇所密閉蓋を設置
すること≫

□　点検・清掃が容易なこと

□　点検・清掃が容易なこと

記載例 

左記チェックリストにおいて、｢既設排水設備の状
況｣欄が｢すべて適合｣であれば、以下は記入の必要

２
 



工 事 場 所 東温市○○○１２３番地

工 事 名 東温太郎邸排水設備工事

図 面 名 平面図（1/1)

縮 尺 1/100

施 工 者 ㈱　○　○　設　備

風 呂 
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NO.2 90L(±0) 
30×H30 

NO.3 45YS(±0) 
30×H39,H42 

NO.4 90Y(±0) 
30×H44 

NO.5 90Y(±0) 
30×H47 

NO.6 TR(±0) 
30×H52 

NO.7 90L(±0) 
30×H55 

NO.8 DR(±0) 
30×H67,H90 

NO.9公共ます(±0)  
30×H93 

足洗場 

平面図 S=1:100 

【
図
－
１
】
平
面
図
 

（既設ます） 

（既設ます） （既設ます） 

（既設ます） 

（赤色） 

（赤色破線） 

（青色） 

（青色破線） 

汚水管（新設） 

汚水管（既設） 

雨水管（新設） 

雨水管（既設） 

既設排水設備 

利用記載例 

既設排水利用箇所 
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既設排水設備 


